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反
核
医
師
の
会
が
パ
ン
フ
発
行

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
は
、
紙
面
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。　

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

税
務　

９
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

９
月
17
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

10
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

日
時　

９
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
７
時
半

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

森
裕
之
氏
（
立
命
館
大
学
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

60
人

「
大
阪
都
」
構
想
で
医
療
・
福
祉
は
ど
う
な
る
か

市
民
公
開
講
座

日
時　

９
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

川
端
重
忠
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

定
員　

60
人

国
際
的
に
重
要
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

大
阪
市
南
部
地
区
・
同
東
部
地
区
共
催
講
習
会

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

浦
長
瀬
昌
宏
氏
（
神
鋼
記
念
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
科
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

60
人

飲
み
込
む
力
〜
今
か
ら
は
じ
め
る
『
の
ど
』
ト
レ

市
民
講
座 日

時　

９
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

松
本
憲
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
招
聘
教

員
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

顎
関
節
症
の
診
断
と
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
―
さ
あ
動
か

そ
う
顎
関
節

９
月
度
生
涯
研
修

　

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
よ
る
時

間
外
手
当
の
不
払
い
が
社
会

問
題
に
な
る
な
か
、
２
０
１

９
年
４
月
か
ら
順
次
、
労
働

時
間
の
客
観
的
な
把
握
の
義

務
化
、
残
業
時
間
の
上
限
規

制
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
院
長
に
は
従
業
員
の
労

働
時
間
を
適
正
に
把
握
す
る

な
ど
、
労
働
時
間
を
管
理
す

る
責
務
が
あ
る
。

　

18
年
に
成
立
し
た
「
働
き

方
改
革
関
連
法
」
で
は
、
健

康
管
理
の
観
点
か
ら
労
働
安

全
衛
生
法
を
改
正
し
、
管
理

監
督
者
も
含
む
全
て
の
従
業

員
に
つ
い
て
、
労
働
時
間
の

状
況
を
客
観
的
な
方
法
で
把

握
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
て

い
る
。

　

労
働
時
間
を
適
切
に
管
理

す
る
こ
と
は
、
働
く
人
の
健

康
を
守
り
、
働
き
が
い
の
あ

る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
医
院

経
営
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

始
業
・
終
業
時
刻
の
記
録

　

単
に
１
日
に
何
時
間
働
い

た
か
を
把
握
す
る
の
で
は
な

く
、
従
業
員
の
労
働
日
ご
と

に
始
業
・
終
業
時
刻
を
確
認

し
、
記
録
す
る
こ
と
が
必

要
。
院
長
自
ら
現
認
す
る
こ

と
で
記
録
す
る
か
、
タ
イ
ム

カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
パ

ソ
コ
ン
の
使
用
時
間
の
記
録

と
と
な
っ
た
。
初
め
て
算
定

す
る
場
合
、
治
療
計
画
と
口

腔
の
状
態
を
踏
ま
え
、
口
腔

管
理
に
あ
た
り
特
に
留
意
す

べ
き
こ
と
を
患
者
な
ど
に
説

明
し
、
そ
の
説
明
内
容
を
カ

ル
テ
に
記
載
す
る
。
そ
れ
以

降
、
歯
管
に
毎
回
加
算
で
き

る
。
歯
管
の
加
算
で
あ
る
た

め
、
歯
管
で
管
理
し
て
い
な

い
場
合
、
改
め
て
患
者
の
同

意
を
得
て
管
理
計
画
を
立
案

し
歯
管
の
算
定
が
必
要
で
あ

る
。歯

管
の
初
回
算
定

〝
し
ば
り
〞
撤
廃

　

改
定
で
、
歯
管
の
初
回
算

定
は
、
初
診
月
ま
た
は
そ
の

翌
月
の
開
始
と
い
う
し
ば
り

が
な
く
な
り
、
い
つ
で
も
管

理
開
始
が
可
能
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
急
性
症
状
で
根
管

処
置
を
し
、
歯
冠
修
復
を
先

行
さ
せ
、
口
腔
内
全
体
の
管

理
計
画
が
初
診
か
ら
３
カ
月

以
上
後
に
な
っ
た
場
合
で

も
、
改
め
て
そ
の
時
点
か
ら

歯
管
の
管
理
が
開
始
で
き

る
。

　

こ
の
歯
管
の
初
回
算
定
の

初
診
か
ら
２
カ
月
以
内
ル
ー

ル
の
撤
廃
は
、
保
団
連
・
協

会
の
長
ら
く
の
要
望
が
実
を

結
ん
だ
。
一
方
、
１
口
腔
を

検
査
し
管
理
計
画
立
案
や
説

明
に
時
間
が
必
要
と
な
る
、

初
回
の
歯
管
は
、
初
診
月
に

限
っ
て
１
０
０
点
か
ら
80
点

に
減
算
さ
れ
た
。
私
た
ち
開

業
医
は
、
算
定
ル
ー
ル
の
改

善
の
た
め
、
今
後
も
声
を
あ

げ
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

な
ど
の
客
観
的
な
記
録
を
基

礎
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

自
己
申
告
制
で
行
わ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
は
、
事
前
に

十
分
な
説
明
を
行
い
、
実
際

の
労
働
時
間
と
合
致
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
実
態
調
査
を

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。

賃
金
台
帳
の
適
正
な
調
製

　

従
業
員
ご
と
に
労
働
日

数
、
労
働
時
間
数
、
休
日
労

働
時
間
数
、
時
間
外
労
働
時

間
数
と
い
っ
た
事
項
を
賃
金

台
帳
に
適
正
に
記
入
す
る
。

記
入
し
て
い
な
い
場
合
や
故

意
に
虚
偽
の
労
働
時
間
数
を

記
入
し
た
場
合
は
、
罰
則

（
30
万
円
以
下
の
罰
金
）を
科

せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

労
働
時
間
の
記
録
の
保
存

　

労
働
者
名
簿
や
賃
金
台

帳
、
出
勤
簿
（
タ
イ
ム
カ
ー

ド
）
な
ど
の
労
働
時
間
の
記

録
書
類
は
、
最
後
に
記
載
さ

れ
た
日
か
ら
３
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１冊150円（送料別）
A４版、28㌻

適
切
な
管
理　

院
長
に
責
務

いま見直そう！

雇用管理
労働時間の把握

　

保
団
連
・
反
核
医
師
の
会
は
、
原
発
事
故
の

深
刻
な
被
害
や
放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
を
軽

視
す
る
文
科
省
の
中
高
生
向
け
『
放
射
線
副
読

本
』
を
批
判
、
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
文

部
科
学
省
２
０
１
８
年
版
『
中
学
生
・
高
校
生

の
た
め
の
放
射
線
副
読
本
』
の
問
題
点
〜
放
射

線
被
ば
く
で
心
配
な
こ
と
〜
」
を
作
成
し
た
。

同
会
は
放
射
線
に
つ
い
て
学
ぶ
一
助
と
し
て
ほ

し
い
と
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ご
注
文

は
、
協
会
事
務
局
ま
で
。

　

校
医
を
務
め
る
横
浜
市
立

中
尾
小
学
校
の
Ｄ
Ｍ
Ｆ
歯
数

を
０
・
13
本
ま
で
改
善
す
る

な
ど
（
２
０
１
４
年
）、
６

歳
臼
歯
を
守
る
た
め
に
学
校

歯
科
医
と
し
て
活
動
を
続
け

る
江
口
康
久
万
氏
の
熱
意
の

書
で
あ
る
。

　

14
年
の
本
紙
新
年
号
で
同

校
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

６
年
を
経
た
が
、
む
し
歯
ゼ

ロ
を
目
指
す
著
者
の
姿
勢
は

変
わ
ら
な
い
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
10
年
余
り

前
、
横
浜
市
の
小
学
６
年
生

の
児
童
の
６
割
超
が
、
下
顎

第
一
大
臼
歯
の
う
蝕
を
経
験

し
て
い
た
と
い
う
。
咬
合
面

だ
け
で
な
く
外
側
側
面
に
も

う
蝕
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

が
６
歳
臼
歯
の
高
い
罹
患
率

に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
、

同
校
の
歯
科
保
健
指
導
を
見

直
し
た
こ
と
が
Ｄ
Ｍ
Ｆ
歯
数

の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

　

大
人
と
は
異
な
る
子
ど
も

の
腕
の
動
か
し
方
や
視
覚
的

特
性
を
踏
ま
え
た
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
は
そ
の
一
例
だ
。

本
書
は
一
般
の
読
者
を
対
象

に
し
て
い
る
が
、
歯
科
医
院

で
の
保
健
指
導
の
一
助
に
も

な
る
。

　

歯
科
疾
患
管
理
料
（
歯

管
）
の
加
算
と
し
て
長
期
管

理
加
算
が
導
入
さ
れ
た
。
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
で

の
、
診
療
報
酬
改
定
の
検
討

の
中
で
「
同
一
初
診
期
間
が

６
カ
月
以
上
で
あ
る
患
者
の

割
合
は
約
25
％
で
あ
っ
た
」

と
公
表
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
初
診
か
ら
６
カ
月
続
か

な
い
75
％
の
患
者
に
つ
い

て
、
継
続
管
理
の
重
要
性
か

ら
、
長
期
管
理
加
算
が
導
入

さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

初
診
か
ら
６
カ
月
を
超
え

て
管
理
・
指
導
を
し
て
い
る

場
合
は
、
歯
管
に
長
期
管
理

加
算
１
０
０
点
（
か
強
診
１

２
０
点
）
が
算
定
で
き
る
こ

20年改定新設の
長期管理加算

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

６
カ
月
超
の
管
理

・
指
導
に
加
算

急性症状の治療を優先し，３カ月目から管理を開始するケース
初診月
（４月）

２カ月目
（５月）

３カ月目
（６月）

４カ月目
（７月）

５カ月目
（８月）

６カ月目
（９月）

７カ月目
（10月）

８カ月目
（11月）

歯管
算定なし

歯管
算定なし

歯管
100点

歯管
100点

歯管
100点

歯管
100点

歯管
100点
＋

長期管理
加算
100点

歯管
100点
＋

長期管理
加算
100点

管理計画
作成 

長期管理加算は初診月から７カ月目以降に算定可

「2020年改定の要点と解説」より

文
科
省
『
放
射
線
副
読
本
』

を
批
判

従業員の雇用管
理、労働条件、
給与規定モデル
などを解説。会
員には発行時に
１冊送付済み

扶桑社、税別900円
えぐち・やすくま
歯学博士。1988年に
横浜市開業。現在、
同市旭区歯科医師会
会長、鶴見大学非常
勤講師。

６歳臼歯を守る情熱の書
健康のすべては「歯」と「口」から始まる

〈著〉江口康久万


